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２
カ
月
余
り
で
解
放

教
授
「
全
て
の
方
々
に

　
　
　
　

心
か
ら
御
礼
」

　

中
国
の
北
京
市
で
９
月
に
中

国
国
内
法
違
反
の
た
め
拘
束
さ

れ
た
本
学
の
男
性
教
授
が
11
月

15
日
解
放
さ
れ
、
帰
国
し
た
。

本
学
に
よ
る
と
、
当
該
教
授
は

法
学
研
究
科
に
所
属
す
る
岩
谷

將
（
の
ぶ
）
教
授
（
43
）
で
専

門
は
中
国
近
現
代
史
。
日
本
政

府
を
挙
げ
て
解
放
を
求
め
て
い

た
。

　

岩
谷
教
授
は
９
月
上
旬
、
中

国
政
府
系
シ
ン
ク
タ
ン
ク
、
中

国
社
会
科
学
院
近
代
史
研
究
所

の
招
へ
い
で
新
千
歳
空
港
か
ら

出
国
し
、
中
国
を
訪
れ
た
。

　

中
国
外
務
省
の
発
表
に
よ
れ

ば
、
そ
の
後
９
月
８
日
に
滞
在

先
の
ホ
テ
ル
で
中
国
の
国
家
機

密
に
関
わ
る
資
料
が
見
つ
か
り
、

当
局
に
よ
り
拘
束
さ
れ
た
。
当

局
の
調
べ
に
対
し
、
岩
谷
教
授

は
過
去
に
も
国
家
機
密
を
含
む

大
量
の
資
料
を
収
集
し
て
い

た
こ
と
を
認
め
、
刑
法
や
反
ス

パ
イ
法
に
違
反
し
た
容
疑
が
か

け
ら
れ
た
。
法
律
の
規
定
に
よ

り
、
中
国
当
局
は
教
授
を
訓
戒

す
る
な
ど
し
た
上
で
解
放
し
た
。

日
本
外
務
省
に
よ
れ
ば
健
康
状

態
に
問
題
は
な
い
と
い
う
。

　

安
倍
晋
三
首
相
を
は
じ
め
日

本
政
府
は
中
国
に
対
し
て
岩
谷

教
授
の
解
放
を
あ
ら
ゆ
る
機
会

を
通
じ
て
働
き
か
け
て
き
た
。

反
ス
パ
イ
法
違
反
に
問
わ
れ
た

外
国
人
の
２
カ
月
余
り
で
の
早

期
解
放
は
異
例
と
さ
れ
る
。
本

学
は
、「
政
府
を
は
じ
め
、
関
係

の
皆
様
の
ご
尽
力
に
感
謝
申
し

上
げ
る
」
と
の
コ
メ
ン
ト
を
出

し
た
。

　

学
生
や
教
員
な
ど
本
学
関
係

者
ら
か
ら
は
安
堵
の
声
が
聞
か

れ
た
。

　

元
ゼ
ミ
生
か
ら
は
、「
最
初
に

拘
束
の
ニ
ュ
ー
ス
を
見
た
と
き

は
同
じ
教
室
で
教
え
て
頂
い
て

い
た
先
生
が
ま
さ
か
、
と
思
い

驚
い
た
が
、
無
事
解
放
さ
れ
て

本
当
に
良
か
っ
た
」
な
ど
喜
び

の
声
が
上
が
っ
た
。
教
授
を
よ

く
知
る
本
学
教
員
か
ら
も
、「
拘

束
さ
れ
た
教
員
が
無
事
帰
国
さ

れ
た
と
の
こ
と
で
何
よ
り
だ
。

健
康
に
も
問
題
が
な
い
と
聞
き

本
当
に
安
心
し
た
」
と
の
コ
メ

ン
ト
が
寄
せ
ら
れ
た
。
同
教
員

は
続
け
て
、「
本
件
を
受
け
て
、

今
後
の
日
中
関
係
や
学
問
の
自

由
に
、
一
定
の
影
響
は
あ
る
だ

ろ
う
と
考
え
て
い
る
」
と
も
指

摘
し
た
。

　

解
放
さ
れ
た
岩
谷
教
授
は
本

紙
の
取
材
に
対
し
、「
ご
支
援
を

い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
、
ま
た
私

や
家
族
を
案
じ
て
下
さ
っ
た
全

て
の
方
々
に
心
か
ら
の
御
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
」
と
関
係
者
ら

へ
の
感
謝
を
表
明
し
た
。

中
国
で
拘
束
の
本
学
教
授

イ
チ
ョ
ウ
並
木
の
誕
生
の
秘
密

歴
史
と
と
も
に
変
わ
る
北
13
条
通
り

　

本
学
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
の
一

つ
に
も
な
っ
て
い
る
、
北
13
条

通
り
の
イ
チ
ョ
ウ
並
木
。
最
も

見
ご
ろ
を
迎
え
る
10
月
末
か
ら

11
月
初
め
に
は
多
く
の
人
で
賑

わ
う
。
し
か
し
、
そ
の
始
ま
り

は
い
つ
な
の
だ
ろ
う
か
。
現
在

の
黄
金
色
の
光
景
が
生
ま
れ
る

ま
で
の
歴
史
を
紐
解
い
て
い
く

た
め
、
本
学
大
学
文
書
館
の
井

上
高
聡
（
た
か
あ
き
）
准
教
授

ら
に
話
を
聞
い
た
。＝
新
連
載

「
＃
北
大
ｄ
i
s
c
o
v
e
r
」

　

イ
チ
ョ
ウ
並
木
の
歴
史
を
語

る
に
は
、
ま
ず
北
13
条
通
り
の

歴
史
を
見
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

本
学
の
北
13
条
通
り
の
歴
史
は

１
９
１
９
年
に
医
学
部
が
設
置

さ
れ
、
21
年
に
付
属
医
院
が
で

き
た
こ
と
に
始
ま
る
。
医
学
部

の
前
庭
の
整
備
と
と
も
に
メ
イ

ン
ス
ト
リ
ー
ト
か
ら
本
学
の
東

側
に
沿
っ
て
延
び
る
通
り
を
結

ぶ
よ
う
に
整
備
さ
れ
た
。
北
13

条
門
か
ら
医
学
部
へ
通
う
学
生

と
、
現
在
の
教
育
学
部
辺
り
に

あ
っ
た
恵
迪
寮
の
寮
生
が
利
用

し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
頃
か
ら
イ
チ
ョ
ウ
は
存

在
し
て
い
た
の
か
と
い
う
と
、

実
際
は
そ
う
で
は
な
か
っ
た
。

当
時
の
北
13
条
通
り
は
サ
ク
ラ

と
カ
エ
デ
の
並
木
だ
っ
た
の
で

あ
る
。
当
初
医
学
部
の
教
授
か

ら
は
ポ
プ
ラ
並
木
に
す
る
案
も

あ
っ
た
そ
う
だ
が
、
整
備
を
任

さ
れ
た
農
学
部
の
助
教
授
ら
が

ポ
プ
ラ
に
は
毛
虫
が
つ
い
て
よ

く
な
い
と
反
対
し
、
サ
ク
ラ
と

カ
エ
デ
を
選
定
し
た
。
31
年
の

医
学
部
学
友
会
誌
「
フ
ラ
テ
開

学
十
周
年
記
念
特
輯
（
し
ゅ

う
）
号
」
に
は
、「
昨
今
、
花
紅

葉
も
追
々
と
見
ら
れ
る
や
う
に

な
つ
た
」
と
あ
り
、
見
ご
ろ
を

迎
え
て
い
た
時
期
が
あ
っ
た
と

わ
か
る
。
サ
ク
ラ
と
カ
エ
デ
の

並
木
の
時
代
は
36
年
頃
ま
で
し

ば
ら
く
の
間
続
く
。

（
４
面
に
つ
づ
く
）

北
13
条
通
り
の
整
備

北 13条通り整備当初の様子

北 13条通りの現在の様子

　

２
０
１
９
年
の
「
北
大
版
今

年
の
漢
字
」（
本
紙
主
催
）
が

「
脅
」
に
決
ま
っ
た
。
投
票
総
数

は
３
０
５
票
で
、
そ
の
う
ち

34
％
（
１
０
４
票
ほ
ど
）
を
獲

得
し
た
。

　

２
位
は
33
％
の
「
騒
」
で
僅

差
だ
っ
た
。「
無
」（
17
％
）、

「
乱
」（
15
％
）
が
続
い
た
。

　

候
補
と
し
て
脅
を
寄
せ
た
学

生
は
理
由
と
し
て
、
金
葉
祭
の

脅
迫
メ
ー
ル
で
の
中
止
や
、
中

国
で
の
本
学
教
員
の
拘
束
、
本

学
総
長
の
不
在
を
挙
げ
て
い
た
。

　

北
大
版
今
年
の
漢
字
は
、
学

生
な
ど
か
ら
候
補
を
募
り
、
４

案
に
絞
っ
た
う
え
で
本
紙
ツ

イ
ッ
タ
ー
で
の
投
票
に
よ
っ
て

決
ま
る
。
脅
に
は
５
件
の
応
募

が
あ
っ
た
。

　

昨
年
は
学
内
に
コ
ン
ビ
ニ
が

開
店
し
た
こ
と
に
ち
な
む

「
店
」
だ
っ
た
。

北大版 今年の漢字は「脅」

揮
毫
＝
北
大
書
道
部
・
渡
辺
将
太
さ
ん

※「今年の漢字」は日本漢字能力検定協会の登録商標

　

開
催
地
が
札
幌
に
変
更
と
な
っ
た
東
京
五
輪
の
マ
ラ
ソ
ン
競
技
に

つ
い
て
、
コ
ー
ス
に
本
学
構
内
が
含
ま
れ
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。
大

会
組
織
委
員
会
と
国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
（
Ｉ
Ｏ
Ｃ
）、
世
界

陸
連
の
３
者
で
19
日
、
コ
ー
ス
を
決
定
し
た
。
大
通
公
園
を
発
着
し
、

３
回
本
学
構
内
を
通
過
す
る
。

　　

大
通
公
園
を
ス
タ
ー
ト
後
、
平

岸
辺
り
ま
で
南
下
し
、
方
向
転
換

し
て
北
上
。
本
学
に
は
北
キ
ャ
ン

パ
ス
の
西
側
か
ら
入
っ
て
ジ
グ

ザ
グ
の
道
が
続
き
メ
イ
ン
ス
ト

リ
ー
ト
に
差
し
掛
か
る
。
そ
こ
を

南
下
し
て
南
門
か
ら
出
る
流
れ
。

続
い
て
市
内
に
小
さ
な
ル
ー
プ

を
描
き
、
２
回
、
本
学
を
同
じ

ル
ー
ト
で
通
る
。

　

本
学
は
マ
ラ
ソ
ン
に
協
力
す

る
構
え
だ
。
広
報
課
は「
こ
の
機

会
を
前
向
き
に
と
ら
え
て
、
大
学

の
本
来
の
業
務
で
あ
る
教
育
研

究
に
極
力
支
障
が
な
い
よ
う
配

慮
し
な
が
ら
、
五
輪
事
業
に
協
力

し
た
い
」と
し
て
い
る
。　

　

コ
ー
ス
決
定
前
の
11
月
28
日

に
は
大
会
組
織
委
か
ら
本
学
へ

「
開
催
準
備
や
運
営
に
協
力
願
い

た
い
」
と
文
書
で
伝
え
ら
れ
、
課

題
の
整
理
を
始
め
た
。
授
業
や
大

学
院
入
試
、
学
会
な
ど
へ
の
影
響

が
想
定
さ
れ
う
る
と
捉
え
て
い

る
と
い
う
。
例
年
８
月
上
旬
に

あ
っ
た
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

は
来
年
度
に
限
り
９
月
開
催
が

決
ま
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
補
修
な
ど
の
経
費
負
担

は
、
大
会
組
織
委
と
調
整
し
な
が

ら
、
国
に
働
き
掛
け
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
と
い
う
。

　

た
だ
25
日
時
点
で
は
、
正
式
な

協
力
要
請
は
受
け
て
い
な
い
。

　
　
　
　
　

◇

　

北
海
道
陸
上
競
技
協
会
の
橋

本
秀
樹
専
務
理
事
の
話

　

―
―

コ
ー
ス
に
北
大
が
含
ま

れ
ま
し
た
。

　
「
都
心
に
あ
っ
て
か
つ
自
然
環

境
が
よ
い
。
日
陰
も
あ
り
選
手
が

走
り
や
す
い
の
で
は
な
い
か
。
北

大
に
入
っ
た
直
後
の
コ
ー
ス
が

ジ
グ
ザ
グ
に
な
っ
て
い
る
部
分

は
、
離
さ
れ
て
い
る
感
覚
を
覚
え

る
選
手
が
い
る
一
方
で
、
リ
ズ
ム

に
乗
り
や
す
い
と
考
え
る
選
手

も
い
る
と
い
う
話
を
聞
い
て
い

る
」

　

―
―

今
後
、必
要
な
準
備
は
。

　
「
一
般
的
に
は
コ
ー
ス
の
舗
装

と
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
。
選
手
は

か
な
り
速
い
ス
ピ
ー
ド
で
走
っ

て
い
る
の
で
道
路
に
隙
間
が
あ

る
と
捻
挫
な
ど
ケ
ガ
に
つ
な
が

る
恐
れ
が
あ
る
。
た
だ
、
補
修
費

用
は
大
学
に
対
し
て
求
め
ら
れ

る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
は
、
例
年
北

大
が
コ
ー
ス
の
一
部
と
な
っ
て

い
る
北
海
道
マ
ラ
ソ
ン
と
は
比

較
に
な
ら
な
い
規
模
に
な
り
そ

う
だ
」

コースになるメインストリート（８月）

本
学
構
内
が
コ
ー
ス
に
東京五輪
マラソン
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本
学
は
ベ
ト
ナ
ム
の
首
都
ハ

ノ
イ
に
「
A
S
E
A
N
ハ
ノ
イ

オ
フ
ィ
ス
」
を
開
設
し
た
。
本

学
に
お
い
て
は
７
カ
所
目
の
海

外
拠
点
に
な
る
。
ベ
ト
ナ
ム
人

留
学
生
の
増
加
な
ど
を
狙
う
。

　

ベ
ト
ナ
ム
国
家
大
学
ハ
ノ
イ

校
科
学
大
学
内
＝
写
真
㊤
＝
に

今
年
７
月
に
開
設
し
た
。
同
大

の
職
員
が
運
営
し
、
所
長
に
は

本
学
国
際
連
携
機
構
・
副
機
構

長
の
川
野
辺
創
教
授
が
就
任
。

現
地
で
の
情
報
収
集
や
、
入
試

広
報
の
ほ
か
、
海
外
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
を

す
る
。
東
南
ア
ジ
ア
に
は
す
で

に
本
学
各
部
局
が
運
営
す
る

「
リ
エ
ゾ
ン
オ
フ
ィ
ス
」
が
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
な
ど
３
カ
国
に
あ
り
、

こ
れ
ら
と
も
連
携
す
る
。

　

日
本
学
生
支
援
機
構
に
よ
る

と
、
昨
年
の
日
本
の
高
等
教
育

機
関
に
在
籍
す
る
ベ
ト
ナ
ム
人

留
学
生
数
は
最
も
多
い
中
国
人

留
学
生
（
８
万
６
千
人
）
の
約

５
割
に
あ
た
る
４
万
２
千
人
。

一
方
で
本
学
で
は
今
年
５
月
時

点
で
、
１
位
の
中
国
人
留
学
生

の
１
２
３
１
人
に
対
し
、
７
位

の
46
人
に
と
ど
ま
る
。「
過
去
５

年
で
そ
れ
ほ
ど
伸
び
て
こ
な

か
っ
た
」（
川
野
辺
教
授
）
状
況

と
い
い
、
オ
フ
ィ
ス
の
開
設
で

優
秀
な
ベ
ト
ナ
ム
人
留
学
生
の

増
加
に
つ
な
げ
る
。

　

今
月
６
日
に
は
オ
フ
ィ
ス
開

所
式
が
現
地
で
あ
り
、
あ
わ
せ

て
研
究
交
流
を
行
う
北
海
道
大

学
交
流
デ
ー
も
開
い
た
。

　

本
学
は
今
年
に
入
っ
て
か
ら
、

５
月
に
ロ
シ
ア
・
モ
ス
ク
ワ
、

６
月
に
米
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
に
オ

フ
ィ
ス
を
開
設
し
て
い
る
。

　

北
大
祭
事
務
局
は
18
日
、
来

年
の
第
62
回
北
大
祭
の
テ
ー
マ

が
「
＃
北
大
d
i
s
c
o
v-

e
r
」
に
決
ま
っ
た
と
発
表
し

た
。
テ
ー
マ
は
本
学
学
生
の
投

票
で
選
ば
れ
た
と
い
う
。

６
日
に
は
開
所
式
が
あ
っ
た

　
　
　
（
本
学
国
際
部
提
供
）

　
　
　
（
本
学
国
際
部
提
供
）

ハノイにもオフィス開設
ベトナム人留学生増加狙う

今年３ヵ所目

＃
北
大
d
i
s
c
o
v
e
r

北
大
祭
テ
ー
マ
決
ま
る

　　講演する土屋副知事

国
際
広
報
メ
デ
ィ
ア
・
観
光
学
院

主
催
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
―
ト
リ

ッ
プ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
代
表
が
講
演

　

札
幌
市
の
姉
妹
都
市
で
あ
る
米
オ
レ
ゴ

ン
州
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
市
の
魅
力
を
伝
え
る

セ
ミ
ナ
ー
が
10
月
26
日
、
本
学
学
術
交
流

会
館
で
行
わ
れ
た
（
札
幌
国
際
プ
ラ
ザ
主

催
）。
同
イ
ベ
ン
ト
は
、「
米
国
ポ
ー
ト
ラ

ン
ド
を
知
る
セ
ミ
ナ
ー
」
と
題
し
、
両
市

の
姉
妹
都
市
提
携
60
周
年
を
記
念
し
て
企

画
さ
れ
た
も
の
。
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
ポ
ー

ト
ラ
ン
ド
市
元
職
員
や
、
同
市
へ
留
学
し

た
経
験
を
持
つ
学
生
に
よ
る
講
演
な
ど
が

行
わ
れ
た
。

　

本
学
文
系
共
同
講
義
棟
で
10
月
31
日
、

「
北
海
道
に
育
て
ら
れ
た
僕
が
北
大
生
の

皆
さ
ん
に
期
待
す
る
こ
と
」
と
題
し
、
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

学
農
学
部
卒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

業
生
で
道
副

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

知
事
の
土
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

俊
亮
（
し
ゅ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ん
す
け
）
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

が
講
演
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
氏
は
北
海

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

道
を
取
り
巻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

く
昨
今
の
状

況
に
つ
い
て
説
明
し
、
在
学
生
に
向
け
期

待
の
言
葉
を
贈
っ
た
。

　　

本
学
が
「
指
定
国
立
大
学
法
人
」
の
申

請
を
今
回
も
見
送
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

文
部
科
学
省
が
求
め
る
申
請
要
件
を
満
た

さ
な
か
っ
た
た
め
だ
。
規
制
緩
和
な
ど
の

恩
恵
が
受
け
ら
れ
る
指
定
法
人
の
申
請
は

本
学
の
最
優
先
課
題
と
さ
れ
て
い
る
が
、

前
回
に
引
き
続
き
見
送
り
と
な
っ
た
。

　　

本
学
大
学
院
国
際
広
報
メ
デ
ィ
ア
・

観
光
学
院
な
ど
主
催
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
観
光
と
メ
デ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

デ
ィ
ア
の
融
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

が
開
く
新
た
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

可
能
性
」
が
７

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
、
本
学
学
術

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

交
流
会
館
で
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

わ
れ
た
。
旅
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

口
コ
ミ
サ
イ
ト

の
ト
リ
ッ
プ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
代
表
や
、
美

瑛
町
長
な
ど
が
登
壇
し
、
約
２
０
０
人
が

来
場
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

本
学
大
学
院
理
学
研
究
院
の
渡
辺
剛
講

師
ら
の
研
究
グ
ル
ー
プ
は
、
ア
ッ
カ
ド
帝

国
（
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
文
明
）
を
崩
壊
へ
導

い
た
気
候
変
動
の
詳
細
を
、
サ
ン
ゴ
の
化

石
の
分
析
に
よ
り
解
き
明
か
し
た
。
研
究

に
よ
り
、
雨
季
の
乾
燥
・
寒
冷
化
が

あ
っ
た
こ
と
が
判
明
。
研
究
グ
ル
ー
プ
は
、

そ
れ
ら
の
影
響
か
ら
ア
ッ
カ
ド
帝
国
が
滅

亡
し
た
と
の
考
え
を
示
し
た
。

　

２
０
２
０
年
度
入
試
で
本
学
へ
の
志
望

者
は
減
少
傾
向
だ
。
河
合
塾
が
今
月
ま
と

め
た
入
試
動
向
に
よ
る
と
、
模
試
で
本
学

を
第
１
志
望
に
し
た
受
験
生
は
前
期
日
程

で
前
年
度
比
４
％
減
の
４
７
６
７
人
、
後

期
日
程
で
３
％
減
の
２
９
０
５
人
だ
っ
た
。

道
内
の
受
験
生
の
安
全
志
向
が
影
響
し
た

と
み
ら
れ
る
。

ニ
ュ
ー
ス
D
I
G
E
S
T

１１/８
米
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
の
魅
力
を
語
る

　
　
　
　
本
学
で
セ
ミ
ナ
ー
開
催

１１/９

本
学
で
土
屋
道
副
知
事
が
講
演

　
　
　
　
　
（
農
学
部
卒
業
生
）

１２/５

本
学
、
今
回
も
指
定
国
立
大
の

　
　
　
　
　
　
申
請
を
見
送
り

１２/８１２/１８

来
年
度
入
試
に
て
本
学
志
望
者

　
　
　
　
　
　
　
　
減
少
傾
向

１２/１０
サ
ン
ゴ
の
化
石
の
分
析
で
ア
ッ
カ

　
　
ド
帝
国
崩
壊
の
原
因
が
判
明

　　トリップアドバイザーの牧野友衛代表

　　　

事
の
発
端
は
昨
年
秋
。
名
和

総
長
が
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

を
し
た
と
の
疑
惑
が
持
ち
上
が

り
、
総
長
の
選
考
な
ど
を
行
う

総
長
選
考
会
議
が
第
三
者
か
ら

な
る
調
査
委
員
会
を
立
ち
上
げ

て
調
査
を
始
め
た
。
名
和
総
長

は
体
調
を
崩
し
、
同
年
12
月
10

日
付
で
休
職
。
総
長
選
考
会
議

に
よ
る
審
議
の
結
果
、「
総
長
た

る
に
適
し
な
い
」
と
今
年
７
月

に
解
任
の
申
し
出
を
文
部
科
学

相
に
対
し
行
い
、
最
終
的
な
解

任
の
是
非
が
委
ね
ら
れ
た
。

　

本
学
は
総
長
が
不
在
の
中
、

笠
原
正
典
理
事
・
副
学
長
を
総

長
職
務
代
理
に
据
え
「
大
学
運

営
に
支
障
が
出
な
い
よ
う
対
応

し
て
き
た
」（
広
報
課
）
と
い
う
。

文
科
省
国
立
大
学
法
人
評
価
委

員
会
の
昨
年
度
の
業
務
評
価
結

果
で
も
、
中
期
計
画
の
達
成
に

向
け
て
は
す
べ
て
「
順
調
」
と

評
価
さ
れ
た
。

　

一
方
で
本
学
構
成
員
か
ら
は

懸
念
の
声
が
上
が
っ
て
い
る
。

あ
る
理
系
の
教
員
は
「
外
部
に

対
す
る
信
頼
と
い
う
点
で
、
責

任
者
で
あ
る
総
長
の
不
在
は
会

社
に
社
長
が
い
な
い
状
況
の
よ

う
な
も
の
だ
」
と
指
摘
。「
新
規

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
資
金
獲
得
な

ど
に
影
響
が
出
て
発
展
の
チ
ャ

ン
ス
を
逃
し
て
い
る
可
能
性
が

あ
る
」
と
み
る
。
総
長
解
任
問

題
に
つ
い
て
は
「
見
通
し
が
わ

か
ら
な
い
不
安
が
あ
る
」
と
話

し
た
。

　

別
の
教
員
は
「
学
生
な
ど
に

迷
惑
を
か
け
て
い
る
か
ら
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
簡
単
に
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
発
信
し
て
も
良
い
の

で
は
」
と
話
し
て
い
た
。

　

最
終
的
な
解
任
判
断
に
向
け

た
文
科
省
で
の
審
議
に
影
響
を

及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を

理
由
に
本
学
は
解
任
申
し
出
に

つ
い
て
詳
細
の
公
表
は
現
時
点

で
も
控
え
て
い
る
。
だ
が
文
科

省
で
の
結
論
が
出
た
後
、「
し
か

る
べ
き
時
期
に
公
表
し
、
説
明

責
任
を
果
た
す
」（
広
報
課
）
と

し
て
い
る
。

　

文
科
省
に
よ
る
と
、
１
年
に

及
ぶ
総
長
不
在
は
少
な
く
と
も

２
０
０
４
年
の
国
立
大
学
法
人

化
以
降
、
例
が
な
い
。
こ
の
異

例
な
状
況
に
対
し
同
省
国
立
大

学
法
人
支
援
課
の
担
当
者
は

「
国
立
大
学
法
人
法
が
想
定
す
る

体
制
に
な
っ
て
い
な
い
と
い
う

点
で
好
ま
し
い
状
況
で
は
な

い
」
と
話
す
。

　　

し
か
し
、
総
長
解
任
判
断
の

見
通
し
は
不
透
明
だ
。
文
科
相

が
解
任
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、

行
政
手
続
法
上
の
聴
聞
の
過
程

を
経
る
が
、
名
和
総
長
側
に
よ

る
と
11
月
末
時
点
で
行
わ
れ
て

い
な
い
と
い
う
。
文
科
省
の
担

当
者
は
「
人
事
の
案
件
な
の
で

お
答
え
で
き
な
い
」
と
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
な
ど
に
つ
い
て
明
ら

か
に
し
て
い
な
い
。

　

も
っ
と
も
、
解
任
の
是
非
の

判
断
は
難
し
そ
う
だ
。
名
和
総

長
側
は
解
任
申
し
出
に
至
る
ま

で
の
過
程
を
問
題
視
し
、
調
査

委
が
総
長
に
聞
き
取
り
調
査
を

行
わ
な
か
っ
た
な
ど
と
主
張
。

一
方
で
、
本
学
は
「
規
則
に
則

り
適
正
な
手
続
き
で
結
論
を
出

し
た
」
と
す
る
。
双
方
の
主
張

が
対
立
し
て
お
り
、
解
任
に
は

慎
重
な
判
断
が
求
め
ら
れ
る
。

　

仮
に
解
任
さ
れ
た
場
合
、
総

長
選
が
行
わ
れ
る
と
み
ら
れ
る
。

前
回
の
16
年
の
総
長
選
で
は
公

示
か
ら
投
票
ま
で
１
カ
月
強
を

要
し
て
お
り
、
12
月
中
旬
に
は

翌
年
４
月
の
総
長
就
任
予
定
者

が
決
ま
っ
て
い
た
。

　

本
学
の
名
和
豊
春
総
長
が
休
職
し
て
10
日
で
１
年
が
た
ち
、
総

長
の
不
在
は
節
目
を
迎
え
た
。
名
和
総
長
は
言
動
を
理
由
と
し
て

解
任
を
申
し
出
ら
れ
て
い
る
が
、
ま
だ
解
任
の
可
否
は
決
ま
っ
て

い
な
い
。
前
代
未
聞
の
事
態
に
対
し
学
内
か
ら
は
懸
念
の
声
が
聞

か
れ
る
一
方
、
事
態
収
拾
の
見
通
し
は
立
た
な
い
。

総
長
ポ
ス
ト
空
席
１
年

責
任
者
不
在
に
学
内
か
ら
懸
念

前
例
な
き
長
期
不
在

一
般
書
は
マ
ン
ガ
、
教
科
書
を
除
く

一般書   書名    著者名    出版社

1 ２１Ｌｅｓｓｏｎｓ ユヴァル・ノア・ハラリ河出書房新社

2 北海道大学もうひとつのキャンパスマップ北大ＡＣＭプロジェクト寿郎社

3 誰が科学を殺すのか 毎日新聞「幻の科学技術立国」取材班毎日新聞出版

4 時間は存在しない カルロ・ロヴェッリＮＨＫ出版

5 鳥の骨格標本図鑑 川上和人 文一総合出版

6 大学論を組み替える 広田照幸 名古屋大学出版会

7 危機と人類　上 ジャレド・ダイアモンド日本経済新聞出版社

8 ＦＡＣＴＦＵＬＮＥＳＳ ハンス・ロスリング日経ＢＰ

9 哲学と宗教全史 出口治明 ダイヤモンド社

10 ぼくはイエローでホワイトで、ちょっとブルー ブレイディみかこ 新潮社

文庫    書名    著者名    出版社

1 やはり俺の青春ラブコメはまちがっている。　１４渡航 小学館

2 白銀の墟　玄の月　全四巻 小野不由美 新潮社

3 恋のゴンドラ 東野圭吾 実業之日本社

4 夜行 森見登美彦 小学館

5 ｉ 西加奈子 ポプラ社

日本経済３０年史 山家悠紀夫 岩波書店

現代美術史 山本浩貴 中央公論新社

ケーキの切れない非行少年たち宮口幸治 新潮社

大学改革の迷走 佐藤郁哉 筑摩書房

民主主義は終わるのか 山口二郎 岩波書店

新書    書名    著者名    出版社
1
2
3
4
5

北
大
生
協
書
籍
部
売
上
ラ
ン
キ
ン
グ
（
11
月
）

※

ク
ラ
ー
ク
店
と
北
部
店
の
合
計

季　節
　　の
一　枚
photo by 北海道大学新聞編集部・櫻井貴文

除雪でできる雪の山はまだお目見
えせず、開けた雪原を歩いている
かのよう。同じ「白い風景」に変
わりはなくとも、雪景色は様々に
表情を変えていきます。
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北大の「今」を発信中！
ウェブサイト
（THE MAINSTREET）

Twitter
（@HokudaiShinBun）

＜磯田彩実さんプロフィール＞
札幌市出身。2012 年、本学工学部情報エレクトロニクス学科
を卒業。大学在学中の 2011 年にはミスさっぽろに就任。卒業
後、テレビ北海道（TVh）に入社。主な担当番組は「けいナビ
～応援どさんこ経済～」など。30歳

「
大
学
生
の
時
こ
そ
、
色
々
な
経
験
を
」

テ
レ
ビ
北
海
道
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
・
磯
田
彩
実
さ
ん

【
北
大
人
に
聞
く　

第
７
回
】

　

テ
レ
ビ
北
海
道
（
T
V
h
）

の
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
を
務
め
る
磯

田
彩
実
さ
ん
は
、
本
学
工
学
部

の
卒
業
生
。「
北
大
人
に
聞
く
」

第
７
回
で
は
そ
ん
な
磯
田
さ
ん

に
こ
れ
ま
で
の
経
験
や
ア
ナ
ウ

ン
サ
ー
と
い
う
職
業
に
つ
い
て

話
を
聞
い
た
。

　

◇
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
へ
の
興
味

　

も
と
も
と
テ
レ
ビ
が
好
き
な

「
テ
レ
ビ
っ
子
」
だ
っ
た
磯
田
さ

ん
が
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
と
し
て
働

く
こ
と
に
関
心
を
持
っ
た
の
は

高
校
生
の
時
。
台
風
の
リ
ポ
ー

ト
を
す
る
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
姿

を
テ
レ
ビ
で
観
て
そ
の
仕
事
に

興
味
を
ひ
か
れ
た
。

　

高
校
卒
業
後
、
本
学
工
学
部

情
報
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
学
科

へ
進
学
。
メ
デ
ィ
ア
と
関
連
し

た
分
野
の
勉
強
が
で
き
、
テ
レ

ビ
局
へ
の
就
職
に
繋
が
る
と
考

え
同
学
科
の
メ
デ
ィ
ア
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
コ
ー
ス
へ
進
ん
だ
。
最

終
的
に
は
人
工
知
能
（
A
I
）

の
対
話
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
研

究
。
広
い
意
味
で
「
こ
と
ば
」

に
つ
い
て
研
究
す
る
こ
と
で
将

来
的
に
は
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
と
し

て
も
役
に
立
つ
の
で
は
な
い
か

と
考
え
た
。

◇
ミ
ス
さ
っ
ぽ
ろ
の
経
験

　

大
学
時
代
は
４
年
間
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
サ
ー
ク
ル
に
所
属
し
た
。

他
に
も
ク
ラ
ス
の
友
達
と
遊
ん

だ
り
、
予
備
校
の
チ
ュ
ー
タ
ー

や
家
庭
教
師
、
ア
パ
レ
ル
な
ど

様
々
な
ア
ル
バ
イ
ト
を
経
験
し

た
り
と
「
１
日
何
も
し
な
い
と

い
う
日
は
無
か
っ
た
」

　

そ
ん
な
大
学
生
活
の
中
で
も

特
に
大
き
な
経
験
と
な
っ
た
の

が
大
学
３
年
生
の
時
、
札
幌
の

観
光
大
使
で
あ
る
「
ミ
ス
さ
っ

ぽ
ろ
」
に
就
任
し
た
こ
と
だ
。

応
募
し
た
の
は
「
就
職
の
面
接

を
受
け
る
と
き
に
何
か
話
題
に

で
き
る
、
記
憶
に
残
る
よ
う
な

こ
と
を
し
た
い
」
と
考
え
た
こ

と
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
。

　

ミ
ス
さ
っ
ぽ
ろ
と
し
て
の
経

験
は
、
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
に
な
っ

た
今
で
も
生
か
さ
れ
て
い
る
。

　

例
え
ば
、
大
人
と
し
て
の
マ

ナ
ー
を
学
べ
た
こ
と
が
、
色
々

な
場
所
に
出
て
い
く
際
の
自
信

に
繋
が
っ
た
。「
ど
こ
に
で
も
自

分
か
ら
足
を
踏
み
込
む
」
今
の

仕
事
を
す
る
上
で
、
こ
の
自
信

が
後
押
し
し
て
く
れ
る
。

　

ま
た
、
物
産
展
な
ど
の
イ
ベ

ン
ト
を
通
じ
て
全
国
各
地
や
海

外
へ
足
を
運
ん
だ
こ
と
も
今
に

生
き
る
経
験
の
一
つ
だ
。
仕
事

で
北
海
道
と
他
の
地
域
と
を
比

較
す
る
時
に
当
時
五
感
で
感
じ

取
っ
た
経
験
が
生
き
て
く
る
。

道
外
で
暮
ら
し
た
経
験
こ
そ
な

い
も
の
の
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
と
し

て
の
強
み
に
な
っ
た
。

◇
就
職
か
、
進
学
か

　

学
部
卒
業
後
の
２
０
１
２
年
、

T
V
h
に
入
社
し
た
。
工
学
部

の
学
生
は
大
多
数
が
大
学
院
に

進
学
す
る
こ
と
も
あ
り
、
進
学

す
る
か
ど
う
か
の
葛
藤
の
末
の

決
断
だ
っ
た
。

　

そ
れ
で
も
就
職
を
選
ん
だ
の

は
、
こ
こ
で
就
職
活
動
を
せ
ず

大
学
院
に
進
学
す
れ
ば
、
ア
ナ

ウ
ン
サ
ー
に
な
り
た
い
と
い
う

気
持
ち
が
冷
め
て
い
く
の
で
は

な
い
か
と
考
え
た
か
ら
だ
。「
も

し
も
大
学
院
に
進
ん
で
い
た
ら

今
は
エ
ン
ジ
ニ
ア
に
な
っ
て
い

た
か
も
し
れ
な
い
」
と
思
う
。

◇
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
と
い
う
職
業

　

実
際
に
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
に
な

り
感
じ
る
の
は
、
新
し
い
も
の

を
早
く
キ
ャ
ッ
チ
で
き
る
楽
し

さ
。「
ミ
ー
ハ
ー
」
な
性
格
だ
か

ら
、
常
に
最
新
の
動
き
に
ア
ン

テ
ナ
を
張
っ
て
い
る
こ
と
が
刺

激
的
だ
と
魅
力
に
感
じ
る
。

　

一
方
で
、
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の

仕
事
は
一
般
的
に
イ
メ
ー
ジ
さ

れ
る
よ
う
な
華
や
か
な
面
だ
け

で
は
な
い
。
調
べ
も
の
や
原
稿

作
り
な
ど
１
日
中
地
味
な
作
業

を
す
る
こ
と
も
多
い
。
ま
た
、

寒
い
現
場
で
長
時
間
待
つ
な
ど
、

体
力
勝
負
な
側
面
も
あ
る
。

◇
常
に
疑
問
を
抱
く

　

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
仕
事
を
す

る
上
で
大
切
に
し
て
い
る
の
は
、

何
に
で
も
興
味
を
持
ち
、
疑
問

を
抱
く
こ
と
だ
。
常
に
何
か
に

疑
問
を
持
つ
こ
と
で
時
に
は
そ

こ
か
ら
取
材
す
る
ネ
タ
が
浮
か

ん
で
く
る
。

　

こ
の
よ
う
な
力
に
は
大
学
で

養
わ
れ
た
部
分
も
大
き
い
。
本

学
で
は
道
外
の
様
々
な
地
域
か

ら
来
た
人
や
工
学
部
以
外
の
多

様
な
学
部
の
人
に
出
会
え
た
。

こ
の
こ
と
が
今
ま
で
知
ら
な

か
っ
た
物
事
に
興
味
を
持
ち
疑

問
を
抱
く
き
っ
か
け
に
な
っ
た
。

　

た
く
さ
ん
の
人
が
集
ま
る
の

が
本
学
の
良
さ
だ
と
い
ま
振
り

返
っ
て
思
う
。「
も
う
一
度
受
験

す
る
こ
と
が
で
き
て
も
、
北
大

を
受
け
る
の
で
は
」
と
笑
っ
た
。

◇
学
生
に
向
け
て

　

学
生
に
向
け
て
は
「
大
学
生

の
時
こ
そ
、
色
々
な
経
験
を
し

て
ほ
し
い
」
と
エ
ー
ル
を
送
る
。

多
く
の
も
の
を
見
た
り
、
聞
い

た
り
す
る
こ
と
で
将
来
の
選
択

肢
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
る
。

そ
し
て
、
そ
れ
が
で
き
る
の
が

北
大
と
い
う
環
境
な
の
だ
と

語
っ
た
。

（
１
面
の
つ
づ
き
）

　

い
よ
い
よ
イ
チ
ョ
ウ
並
木
は

36
年
頃
に
誕
生
す
る
。
し
か
し
、

こ
れ
は
実
際
に
記
録
が
残
っ
て

い
る
わ
け
で
は
な
く
、
数
年
後

の
写
真
か
ら
成
長
を
考
慮
し
推

定
し
た
も
の
だ
。
肝
心
の
イ

チ
ョ
ウ
並
木
を
整
備
し
た
理
由

に
つ
い
て
も
資
料
に
な
い
。
井

上
准
教
授
に
よ
る
と
、
イ
チ
ョ

ウ
を
街
路
樹
と
し
て
植
え
る
理

由
の
一
つ
と
し
て
、
イ
チ
ョ
ウ

が
火
に
強
く
、
防
火
帯
の
役
割

を
担
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る

と
い
う
。
た
だ
北
13
条
通
り
の

場
合
は
「
秋
の
美
し
い
景
観
が

主
な
理
由
で
は
な
い
か
」
と
話

す
。
イ
チ
ョ
ウ
は
車
道
の
近
く

に
、
並
木
の
間
を
縫
う
よ
う
に

し
て
植
え
ら
れ
た
。

　

こ
う
し
て
、
サ
ク
ラ
・
カ
エ

デ
・
イ
チ
ョ
ウ
の
３
種
が
そ
ろ

う
並
木
と
な
っ
た
北
13
条
通
り
。

し
か
し
太
平
洋
戦
争
期
の
42
年

以
降
に
な
る
と
、
丈
夫
な
サ
ク

ラ
や
カ
エ
デ
は
本
学
構
内
に
防

空
壕
が
作
ら
れ
た
際
、
壕
を
中

で
支
え
る
柱
と
し
て
使
わ
れ
て

い
っ
た
と
い
う
。
当
時
、
本
学

に
多
く
分
布
す
る
ハ
ル
ニ
レ
は

も
ろ
く
、
イ
チ
ョ
ウ
も
樹
齢
が

短
か
っ
た
た
め
使
わ
れ
ず
残
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
ほ
か
に
も
、

医
学
部
や
付
属
病
院
の
工
事
に

よ
っ
て
無
く
な
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
い
う
推
測
も
あ
る
。

様
々
な
理
由
が
考
え
ら
れ
る
が
、

戦
後
に
は
サ
ク
ラ
と
カ
エ
デ
の

並
木
は
姿
を
消
し
た
。

 　
戦
後
も
、
北
13
条
通
り
は
少

し
ず
つ
変
化
し
て
い
く
。
舗
装

が
今
ほ
ど
立
派
な
も
の
で
は
な

か
っ
た
た
め
、
50
年
頃
の
写
真

か
ら
は
歩
道
が
草
に
埋
も
れ
て

し
ま
っ
て
い
る
の
が
分
か
る
。

そ
こ
で
66
年
に
改
め
て
歩
道
が

舗
装
さ
れ
、
20
年
程
前
に
は
レ

ン
ガ
調
の
も
の
に
変
わ
り
、
現

在
の
姿
に
な
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
変
化
を
遂
げ
て

き
た
北
13
条
通
り
と
イ
チ
ョ
ウ

並
木
。
今
に
は
な
い
サ
ク
ラ
や

カ
エ
デ
の
並
木
、
そ
し
て
今
に

続
く
学
生
が
通
う
光
景
な
ど
、

過
去
の
姿
を
知
る
こ
と
で
、
普

段
何
気
な
く
見
て
い
る
景
色
を

少
し
違
っ
た
角
度
か
ら
楽
し
め

る
よ
う
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

＝
現
在
の
様
子
以
外
の
写
真

は
全
て
本
学
大
学
文
書
館
提
供

イ
チ
ョ
ウ
並
木
誕
生

　
　
そ
し
て
戦
争
へ

黄
金
色
の
並
木

イ
チ
ョ
ウ
並
木
の
成
熟

比較的大きな木の隣に非常に細い幹のイチ
ョウがみえる（医学部正面の様子）

歩道が草で見えなくなっている
北 13条通り（右が医学部校舎）

　21日、遠友学舎にて第４回を開催しました。今回は、
アイヌ舞踊やサンバ演奏など外部団体が増えました。
展示では、北大鉄道研究会と札幌工業高校がコラボ
し、一つの展示を作り上げました。
　次回の開催は３月を予定しています。

（提供：クラーク大サーカス団）
フィナーレで応援団・ＢＩＧＢＡＮＤ北極・尺八演奏者がコラボレーションする様子

札
幌
工
業
高
校
と
北
大
鉄
道
研
究
会
の
鉄
道
ジ
オ
ラ
マ
な
ど
の
展
示


